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本調査は、平成 30 年 6 月 24 日に川越自動車学校で実施された「はじめてのランニング
バイク教室」に参加し、保護者から研究についてのインフォームドコンセントが得られた







て、「1 今回がはじめて」「2 過去に 5 回以内」「3 過去に 6～10 回程度」「4 月に 1 回～
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質問内容 回答 回答数 割合 質問内容 回答 回答数 割合
2歳 21 20.39% 全く見られない 2 1.94%
3歳 32 31.07% あまり見られない 6 5.83%
4歳 18 17.48% たまに見られる 34 33.01%
5歳 31 30.10% よく見られる 50 48.54%
6歳 1 0.97% 大変よく見られる 11 10.68%
①男 55 53.40% 全く見られない 0 0.00%
②女 48 42.48% あまり見られない 8 7.77%
①今回がはじめて 65 63.11% たまに見られる 42 40.78%
②過去に5回以内 11 10.68% よく見られる 38 36.89%
③過去に6～10回程度 6 5.83% 大変よく見られる 15 14.56%
④月に1回～3回 11 10.68% 全く見られない 0 0.00%
⑤週に1～2回　 8 7.77% あまり見られない 8 7.77%
⑥週に3～7回以上 2 1.94% たまに見られる 45 43.69%
①水泳 19 18.45% よく見られる 41 39.81%
②英語 10 9.71% 大変よく見られる 9 8.74%
③器械体操 6 5.83% 全く見られない 0 0.00%
④新体操 4 3.88% あまり見られない 7 6.80%
⑤リトミック 3 2.91% たまに見られる 21 20.39%
⑥サッカー 3 2.91% よく見られる 49 47.57%
⑦野球 0 0.00% 大変よく見られる 26 25.24%
⑧演劇 0 0.00% 全く見られない 0 0.00%
⑨絵画 0 0.00% あまり見られない 9 8.74%
⑩書道 3 2.91% たまに見られる 29 28.16%
⑪ピアノ 15 14.56% よく見られる 56 54.37%
⑫学習塾 4 3.88% 大変よく見られる 9 8.74%
⑬その他 6 5.83% 全く見られない 0 0.00%
①② 3 2.91% あまり見られない 10 9.71%
①⑪ 3 2.91% たまに見られる 35 33.98%
①③ 2 1.94% よく見られる 47 45.63%
①⑬ 6 5.83% 大変よく見られる 11 10.68%
②⑪ 2 1.94% 全く見られない 0 0.00%
⑩⑬ 1 0.97% あまり見られない 20 19.42%
①⑥⑬ 1 0.97% たまに見られる 46 44.66%
②⑥⑪ 2 1.94% よく見られる 31 30.10%
②⑤⑪⑬ 2 1.94% 大変よく見られる 6 5.83%
①②⑩⑪ 1 0.97% 全く見られない 0 0.00%
①運動がとても苦手 6 5.83% あまり見られない 13 12.62%
②運動がやや苦手 22 21.36% たまに見られる 51 49.51%
③普通 29 28.16% よく見られる 34 33.01%
④運動は好き 31 30.10% 大変よく見られる 5 4.85%

















































































いて、保護者の視点から「1 全く見られない」「2 あまり見られない」「3 たまに見られる」




 アンケートは、はじめてのランニングバイク教室に参加された 112 名の内、103 名から






















主体性 社交性 受容性 創造性 対抗性 規律性
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4.3.4 「習い事」と 6 要素の関係についての検証 
「習い事」の違いによる「ランニングバイク乗車の心理社会的効果」の影響を検討した。




していない人で群分けをし、6 要素について t 検討により比較した（表 8）。その結果、社
交性において有意な差がみられ、「体操」をしている人の方がしていない人よりも、社交
性の評定が高かった。次に「英語」「書道」「ピアノ」「学習塾」を「教育」の一群とし、






主体性 社交性 受容性 創造性 対抗性 規律性
年齢 .288** .200* .284** .233* .453** .149
注）*p<.05 **p<.01
表5　年齢と6要素の相関係数
主体性 社交性 受容性 創造性 対抗性 規律性




























水泳していない 水泳している t値 体操していない 体操している t値
平均値 3.61 3.64 平均値 3.56 3.90
SD .71 .61 SD .70 .58
平均値 3.47 3.79 平均値 3.47 4.01
SD .65 .64 SD .67 .32
平均値 3.91 4.00 平均値 3.92 3.85
SD .82 .88 SD .85 .90
平均値 3.19 3.56 平均値 3.29 3.08
SD .67 .81 SD .74 .57
平均値 2.80 3.38 平均値 2.97 2.62
SD .98 .97 SD .11 .65
平均値 3.65 3.50 平均値 3.59 3.85
SD .82 .83 SD .85 .69




























教育していない 教育している t値 主体性 社交性 受容性 創造性 対抗性 規律性 F値
平均値 3.49 4.05 平均値 3.60 3.53 3.89 3.27 2.92 3.61
SD .70 .42 SD .68 .67 .85 .73 1.01 .84
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Study of the Psychosocial Effect on Infants Taking Part 
in a Running Bike Workshop for the First Time 
 
Shohei TAKEDA , Keisuke HASHIKAWA 
Rika TANAKA , Tatsuyuki ICHIYANAGI ,Tomohiro ATARASHI 
 
Abstract 
According to the “Physical Exercise Policy during Infancy” announced by the 
Ministry of Education, Culture, Sports, Science and Technology, a “decrease in the 
opportunities for infants to use their body, to play, may not only limit their talent, and 
the ability to engage, in physical activities and sports through their childhood and 
adolescence, but also severely affect their mental development, which can be 
manifested as diminished willingness and vigor, lack of ability to communicate with 
people, etc.”  In other words, physical activities during infancy are not only crucial for 
children’s physical development but also for their psychosocial development.  
In view of the above, this study focuses on running bikes, which toddlers around age 
two can start to ride, and examines and discusses the psychosocial impact of the riding 
experiences on the infants. 
The result of the survey suggested there is an effect of the riding experience on the 
infants’ receptivity. From the above observation, the study concludes that  the ability 
of running-bike-riding to stir an infants’ interest in physical activities, together with 
the exercising effect it can achieve, may make the activity one of the most ideal 
introductory sports during infancy. 
 
Keyword 
Running bike, Physical Exercise Policy during Infancy, Psychosocial Effect on Infants 
Taking Part, Athletic play, strider 
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